
「広島修道大学学修キ ー ワ ー ド集」

凡例

I. 以下の用語は五十音、 数字 ・ アルファベットの順序て
‘
並べています。

2. 『 』 て示されるのは本学で発行される資料の名称です。 資料の中には、 冊子体て
‘
はなく、 公式

WEB サイトに掲載しているものもあります。（例： 2023 年度以前生『学修の手引き』、 2024 年度

以降生『学修ガイドブック』）

3. 【 】は場所を示します。

●あ行

インター ナショナルハウス 中区広瀬北町にある本学の留学生専用宿舎。 単身用36室、 家族用5室

がある。 主として協定校から受け入れた交換留学生が入居している。 留学生の生活サポ ー トのため数

名の日本人学生もRA（レジデント ・ アシスタント）として居住。 宿含としてだけてはなく国際交流・

地域交流の場としても活用されている。 通称は 「 iHouse （アイハウス）」。

インター ンシップ 三省合意文書によると、 「学生がその仕事に就く能力が自らに備わっているかど

うかを見極めることを目的に、 自らの専攻を含む関心分野や将来のキャリアに関連した就業体験を行

う活動」。

演習（科目） 大学における授業方法の1つ。参加学生が研究発表をしたリ、 全員て討論を行ったリする

参加型の授業て＼比較的少人数で運営される。 ゼミナ ー ル （ゼミ）とも呼ばれる。

オー プンバッジ 世界共通の技術標準規格によって発行されるデジタル証明書。 本学ては、 修道スペシ

ャルプログラムの修了要件を満たした者に発行。

オフィスアワ ー 教員が授業以外て
‘

学生の質問に応じるための時間。 各教員が曜日や時間を設定してい

る。 この時間には教員の研究室を直接訪ねてもよい（要予約）。 まなびコモンズでは、 オー プンスペー

スて質問しやすいセンター ・ オフィスアワ ー を希望教員により実施している。 オフィスアワ ー は、 公

式 WEB サイトの 「教員デ ー タベ ー ス 」 から確認て
‘
きる。

オリエンテ ー ション 新しい環境などに順応させるための指導、 説明、 講習のこと。 本学ては、新入生

に対する説明会を指すことが多い。

音楽実習棟 小学校教諭免許取得希望者への支援を主たる目的として建てられた実習棟。 音楽実習室

とピアノ実習室がある。 利用方法等は『CAMPUS LIFE』参照のこと。【修大フォ ー ラム横】

オンデマンド授業 非対面型授業のうちのひとつ。 指定された期限内であれば時間に制限されること

なく受講することができる。 オンデマンド授業の配信のツ ー ルとしてよく利用されるものとして

Mood ie や Google Classroom などがある。

オンライン授業 インター ネットを介して実施する授業方法。 非対面型授業て用いられる。



●か行

海外セミナ ー 語学研修や文化体験を目的とし夏季休暇、 春季休暇または第3学期（ 夏季休暇後）を利

用して海外の協定校て実施される主に短期の留学プログラム。3 カ月以上の中期プログラムもある。

詳しくは、 公式WEBサイト 留学・国際交流の 「留学清報サイト」 を参照のこと。

海外留学プログラム 「留学」の項を参照のこと。

開講・不開講 授業科目の中には毎年度授業が実施されないものがある。授業が実施されることを開

講、 実施されないことを不開講と呼ぶ。 「開講・不開講」の状況はWEBシラバスの科目配当表に表示

される。

ガイダンス 案内、 手引きを目的とした説明会のこと。 教学センタ ー が行っている履修ガイダンスや

教職・資格課程に関するガイダンスのほか、 就職ガイダンス、 文献検索ガイダンス、 学友会ガイダン

ス、 サ ークルガイダンスなどがある。

学位 学術上、 一定の業績または能力を示した者に対し、 審査した結果与える称号。本学て
‘
は、 学士、

修士、 博士がある。

学位論文 学位認定審査のために提出する論文。 修士論文、 博士論文などがそれに当たる。

学士 学部を卒業した者に与えられる学位。

学士入学 大学などて学士の学位を取得 した者が3年次に入学てきる制度。

学習カルテ ShuR（シュ ー ア ー ル）の項を参照のこと。

学習支援センタ ー 学習に関するさまざまな相談をすることがて
‘
きる部局。 常駐の日本語、 英語の学習

アドバイザー がいて、 気軽に学習相談てきる。 【協創館(8号館）1階】

『学修ガイドブック』 2024年度以降生向けに教学センタ ー が発行している卒業要件や履修科目、 履

修上の留意点など本学における学修のきまリを説明したガイドブック(2023年度以前生は 『学修の

手引き』）。教職課程・保育士課程・社会教育主事課程を履修する人のための 『教職課程・保育士課程・

社会教育主事課程ガイドブック』もある。

学修評価 学業成績の評価は、 AA、 A、 B、 C、 Dの5段階をもって行い、 Dを不合格とする。評価の

基準は、①AA q o点以上100点まて＼ ②A 80点以上8q点まて
‘
、③B 70点以上7q点まで、

④C 60点以上6q点まて
‘
、 ⑤D 5q点以下、 とする。 なお、 X（エックス）は評価不能を示し、 無

得点とする。 詳細は 『学修マニュアル』 を参照のこと。

2
 



学修ポ ー トフォリオ 自分の学習過程や学修成果を蓄積したもの。本学ては、学習カルテ (ShuR)から

作成てきる。 半期ごとの成績発表後に入カ・作成すること。

『学修マニュアル』 学修に関する制度（授業や履修登録手続き、 試験、 成績評価方法 •GPA などに

ついてなど）について説明したもの。 公式 WEB サイトて閲覧て
‘

きる。

学生センタ ー 学生の身近な学生生活支援に関わる部局。 学生の課外活動、 奨学金、 駐車・駐輪許可証

の申請受付、 学割、 落とし物、 学生証の再発行、 その他学生生活に関するすべての相談に応じてい

る。【本館 2 階 広島銀行 ATM 向かい】

学生証 本学の学生であることを証明するもの。 図書館利用カ ー ド、 出席登録カー ド、 広島修道大学生

活協同組合員証、 修道マネ ー カ ー ドを兼ねたICカ ー ド。 再発行には2, 000円かかるのて＼紛失し

ないよう取り扱いに注意すること。 詳しくは『CAMPUS LIFE』を参照のこと。

学生相談室 さまざまな悩みや疑問についてカウンセリングを中心としたサ ー ビスを提供している。

【本館 l 階】

学籍番号 学生個人に与えられる 7 桁の固有の番号。在籍期間中あらゆる手続きや試験に利用される学

生の身分証明番号。

学則 在籍者の修学上必要な事項を定めた規則。 公式 WEB サイトて閲覧てきる。

学長表彰制度 学生やサー クル団体等が、 学術・芸術 ・社会・体育・文化活動等の分野で模範的な成績

を修めたり、 貢献した場合に顕彰される制度。 学長賞と学長奨励賞の 2 つがある。

学年暦 大学の 1 年間のスケジュ ー ル表。 公式 WEB サイトて閲覧てきる。

学費減免 諸納付金減免のこと。 休学の場合の諸納付金減免や、 私費外国人留学生を対象とした諸納

付金減免等がある。 私費外国人留学生て
‘

減免を希望する学生は、 各年度諸納付金減免申請をする必要

がある。 休学の場合は、 休学願に添付してある 「諸納付金減免許可願」をあわせて提出する。

学部 大学における基礎となる専門分野別の組織。 本学の学部は商学部、人文学部、法学部、経済科学

部、 人間環境学部、 健康科学部、 国際コミュニティ学部の7学部。

学部生 修士課程や博士課程の大学院学生に対して、 大学の学生を区別して呼ぶ名称。

『学友』 学友会の発行する冊子。 サー クルの紹介などが載っている。

学友会 全学部学生（学友）で構成されている学生自治組織。 詳細は『学友』を参照のこと。
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学期 大学においてカリキュラム（教育課程） を計画的に実施するために、 一学年(4月1日から翌

年3月31日まて
‘

) を区分した一定の期間を指す。 本学ては1年間を前期 ・ 後期の2学期 （セメス

タ ー 制）に分け、 さらにそれぞれを2分割し、1年間を第l学期から第4学期の4学期（タ ーム制）

て構成している。 学則上は、 前期は4月1日からq月25日まて
，，

、 後期はq月26 日から翌年3月

末日まて
‘

である。 具体的な授業期間は、 毎年度学年暦を確認すること。

学研災 学生教育研究災害傷害保険の略。大学が保険料を負担し、本学学生全員が加入している。授業

中や課外活動中の怪我等に対する保険て
，，

、 保健室が窓口となっている。

学校教育インタ ー ンシップ（授業） 教員免許の取得を目標としている学生が対象（単位認定あリ）。幼

稚園 ・ 小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校•特別支援学校などのうち、 希望する校 ・ 園て
，，

、 現場が必要とする

教育活動の支援活動を継続的に行う。

科目等履修制度 社会人などが、 大学 ・ 大学院て特定の科目を履修し、 当該大学 ・ 大学院がその単位

を認定する制度。 学部科目等履修に関しては、 短期大学 ・ 高等専門学校卒業、 又は大学に2年以上在

籍し 62単位以上修得した等の基礎資格を持っていれば、4年制大学の科目等履修生として修得した

単位とあわせて学位授与機構に申請し、 学士の学位を修得することも可能。

カリキュラム（教育課程） 教育内容を学修段階に応じて示したもの。

カリキュラムツリー 授業科目群の順序性 ・ 体系性をデイプロマ ・ ポリシ ー(DP)と関連付けて、 学位

を取得するための履修のイメ ー ジを示した図。

カリキュラムポリシ ー(CP) ディプロマ ・ ポリシ ー を踏まえたカリキュラム編成や学修方法、 学修成

果の評価の在り方等を具体的に示したもの。

カリキュラムマップ 各授業科目とディプロマ ・ ポリシ ー(DP)を関連付けて、 卒業まてに身につける

べき能力と、 各授業科目の対応関係を示した表。

既修得単位 すてに修得した単位。 入学前に修得した単位を入学後の単位として認定するときなどに

も使う。

規程 学則が大学の基本的なことを規定しているのに対して、 規程は特定のことについて規定してい

るもの。 本学の場合、 学則に準じて、 学位認定、 資格取得、 留学や奨学金などの制度上の決まり事を

定めている。

キャリア支援講座 学内て
‘

受講てきる能力向上や資格取得のための講座。キャリアセンタ ー て運営を

行っている。 課外講座のため有料だが、 学外で受講するよリリ ー ズナブルな価格て受講て
‘

きる。

キャリアセンタ ー 学生の就職支援と将来のキャリア形成のためのキャリア教育支援を行う部局。 企
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業 ・ 団体等の求人情報、 過去の本学卒業生の進路先及び就職実績等のデ ー タ、 会社案内、 就職関係資

料や書籍、 新聞、 公務員関係資料等が揃っている。 就職活動及び進路全般についての相談を受け付け

ている。【本館 2 階】

休学 学生が疾病その他やむを得ない事由により 3 カ月以上就学することがて
‘
きないときは、 学長に

願い出て許可を得たうえ、休学することが可能になる。休学しようとするときは、 「休学願」に保 証人

連署て署名・捺印のうえ、 指導教員またはチュ ー タ ー の承認印を受けて提出することが必要。教学セ

ンタ ー 窓口にて手続きを行う。 なお、 休学期間中の学費減免を希望する場合は、 「諸納付金減免許可

願」を合わせて提出する必要がある。

休講 授業が休み になること。 交通機関のストライキや台風等自然災害に伴い授業を休講することも

ある。 事前に教員 から届出のある場合は、 休講情報としてWEB（教学システム） で確認て
‘
きる。

教学システム 履修登録や住所変更などをWEB上て行う学内システム。時間割及び休講 ・ 補講情報の

確認がて
‘
きるほか、授業に関する 「お知らせ」が届いたリ、 「アンケ ー ト」に回答したリすることがて

‘

きる。

教職課程 本学ては、幼稚園・小学校 ・ 中学校・高等学校•特別支援学校 ・ 栄養教諭の免許状が取得て
‘

きるよう、教育職員免許法に基づいて教職課程を開設している。卒業に必要な単位のほか に教育実習

をはじめとする規程に定められた所定の科目を履修し、単位を修得する必要があるのて. I 年次の履修

登録時から綿密な計画が必要。『教職課程 ・ 保育士課程 ・ 社会教育主事課程ガイドブック』を参照のこ

と。

教学センター 教学センタ ー は、 大学 における 「教」と 「学」のサポ ー トを行う部局。 学科目の編成、

授業、 履修、 試験、 成績に関すること、 入学 ・ 卒業に関すること、 休学 ・ 退学等の身分異動や教職課

程その他の資格課程に関すること、 さら には在学 証明書、成績証明書、 卒業証明書等の各種証明書の

発行も担当している。【5号館2階】

協創館 8号館の建物名称。 1階に国際センター 、 学習支援センタ ー 、 まなびコモンズ、 まなびホ ー

ル、まなびラボ、iCafe 、 地下 l 階にひろしま未来協創センタ ー 、ひろみらスタジオ等がある。さら

に、 2 階には GLS (Global Learning Studios)、 3 階から 4階には教室及びこころ LAB （心理学実

験室等） がある。

クラス指定 必修科目等 において、履修するクラスを指定されること。学籍番号順、 レベルなどで分け

られる。

掲示板 掲示板は大学 からの重要な情報が貼り出される場所である。 教学センター 、学生センター （保

健室、学生相談室含む）、キャリアセンター 、 図書館、協創館、 ピア ・ カウンタ ー 、学友会等 に掲示板

がある。 サー クル等が掲示板を使用する場合は、 学友会 に届け出なければならない。
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欠席届 病気ややむを得ない事由て授業を欠席しようとする場合に、 担当教員に提出する書類。 「欠席

届」の用紙は教学センター にある。1カ月以上3カ月未満の場合は長期欠席となるのて
，，

、 教学センタ
ー に相談すること。

研究室 教員の個人 研究室は 、3号館、 7号館、 q号館と第2研究棟にある。3号館l 階、 7号館3

階、 q号館3階、第2研究棟l階には、教員のメ ー ルボックスがある。教員に面会を求めるときは、

受付の内線電話を利用するか事務室を通して事前に連絡をすること（事前に教員に連絡を取り、 予約

することが望ましい）。

後援会 本学に在籍する学生の保証人（保護者等） を会員とする組織。100円朝食や花壇植栽など学生

生活の充実に関する助成や特別事業のほか、 保証人を対象に後援会総会や教育進路相談会等のイベン

トを開催している。

交換留学 本学の学生と海外協定校の学生とを相互に派遣するプログラム。本学の学生は、約1年間又

は約半年間、 交換留学生として派遣先の大学て基本的に正規の授業を受講する。 派遣先大学て修得し

た単位は本学の単位として認定されることがある。 また、 派遣先大学ての授業料は、 本学へ通常の授

業料を払うことで免除される。

講義（科目） 大学て
‘

の授業形態のひとつ。 教員の説明を中心に行われる授業。

公認欠席 公認欠席に該当する事由によリ授業を欠席する場合は、 公認欠席届に証明書を添えて教学

センター に提出すること。 提出された 公認欠席届と証明書等を確認し、 公認欠席が認められると判断

した場合は、 教学センター が授業担当教員に連絡を行う。 該当する事由については、 『学修マニュア

ル』を確認すること。公認欠席によリ定期試験が受験て
‘

きない場合は、別途追試験願を提出すること。

国際センター 留学生と本学学生・教職員間の交流、 学生の海外派遣、 留学生の受入などを行う部局。
「インターナショナルハウス」や 「 iCafe」の運営、 交換留学生をサポ ー トするバディ制度なども実施

している。【協創館(8号館）1階】

ことばラボ（語学自習室） 発音練習、 シャドー イング、 リスニング等の語学学習を優先的に行う自習

スペ ース。 語学学習と合わせ、インター ネットの利用や M icrosoftWord • Excel • Power Poi ntを

利用することもできる。 GLS事務室内のICカ ー ドリ ー ダに学生証をかざし、 利用するパ ‘ノコン番号

をタッチパネルで指定してから利用する。【協創館(8号館） 2階】

コマ 時間割の1時限分をいう。

●さ行

再入学 退学者または除籍者が、 再び同じ学部・学科・専攻の相当年次に戻ること。

再履修 修得てきなかった科目を再び履修すること。 科目によっては再履修てきない科目もあるのて＼
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要注意。

資格課程 本学には、教職課程・保育士課程・栄養士課程・食品衛生管理者課程・社会教育主事課程等、

多様な資格課程がある。 教職課程・保育士課程・社会教育主事課程については、『教職課程・保育士課

程・社会教育主事課程ガイドブック』を参照のこと。 栄養士課程・ 食品衛生管理者課程については、

『学修ガイドブック』を参照のこと。

資格取得学生表彰 在学中に国家資格等を取得した場合に表彰する制度。 資格の難易度別に、 最優秀

賞、 優秀賞に分かれている。

事前事後学修 学則ては、 授業時間外に必要な時間は、2単位の講義科目で半期15回のqo 分授業の

場合、 授業l回につき合計3~4時間の事前事後学修が目安と定められている。l単位の外国語科目

て半期15回のqo 分授業の場合、 授業l回につき合計45分～1時間の事前事後学修が目安。 各科

目の授業外学修時間の目安はシラバスに記載されている。

実習（科目）実習中心の授業科目。実習科目には、運動スポ ー ツ実習や心理学実習、臨地実習等がある。

事務局 大学事務局のこと。総務部、財務部があリ、広島修道大学全体の運営に関する事務を取り扱っ

ている。 学費の納入などは、 財務部経理課が担当している。【本館3階】

事務取扱時間 各部局の窓口受付時間のことてあリ、 平日の8:45~16:45をさす。 ただし、 I I: 15 

~12: 15 は事務取扱を停止。 図書館や情報センタ ー 、 学習支援センタ ー の開室時間はこれと異なる

のて確認が必要。

社会教育主事課程 社会教育主事は、 地方公共団体の教育委員会の事務局職員のうち、 社会教育を行

う人に専門的・技術的な助言と指導を与えることを任務とする専門職員。 この資格を取得するために

は、 大学に2年以上在学して 62単位以上を修得し、 社会教育に関する科目の単位を修得することが

必要。 この課程は、教育学科・社会学科・人間関係学科・地域行政学科に在籍する学生のみ履修可能。

また、社会教育主事課程の修了者は 「社会教育士（養成課程）」と称することがて
‘

きる。詳しくは、『教

職課程・保育士課程・社会教育主事課程ガイドブック』を参照のこと。

修業年限 大学の教育課程を修了するために必要な在学期間をいう。学部の修業年限は4年。ただし、

休学期間を除き、8 年を超えて在学することはできない。

修士課程 （博士前期課程） 学部の上に設置された大学院の課程て＼標準修業年限は 2年。 広い視野

に立って、 精深な学識を授け、 専攻分野における研究能力又はこれに加えて高度の専門性が求められ

る職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。 博士後期課程が設けられている場合は、

博士前期課程と呼ぶ。

自由選択科目 全学共通科目、主専攻科目とならぶ科目区分のひとつ。 他学部、他学科の主専攻科目を

7 



履修し修得した単位は、 自由選択科目に算入される。

『就職活動ガイドブック』 3 年生に配られるキャリアセンタ ー が発行するガイドブック。 就職活動の

さまざまなノウ八ウが詰まっている。

修大会 広島修道大学卒業生て
‘

組織されている広島修道大学同窓会の支部組織のこと。 全国 20 カ所

にある。

修大公式 WEBサイト 大学のニュ ー スやイベント告知、 取リ組み事業などを紹介し、 本学に関する

様々な情報を知ることがて
‘
きる。 学生生活支援に関する情報も掲載され、 在学生に役立つ情報も多数

あリ。

集中講義 特定期間に集中して実施する講義。主に夏季休暇中、冬期休暇中に行われることが多い。実

施日 ・ 時限・教室は、 教学システムの 「 お知らせ」て確認すること。

修道スペシャルプログラム(Shudo Special Program: SSP) (2024 年度以降生対象） 学生の多様な

ニー ズに対応しながら、 幅広い知識や複眼的視野をもち、 社会状況の変化に対応て
‘

きる人材を育成す

ることを目的とし、 学科の主専攻科目、 全学共通科目などの枠を越え、 特定のテ ー マに関連する科目

て構成されている。 WSP (World Stage Program: ワ ー ルド ・ ステ ー ジ ・ プログラム）を除き、 修了

した場合は、 オ ー プンバッジが発行される。

授業アンケ ー ト よリよい授業にするために実施されるアンケ ー ト。 履修者を対象として教学システ

ムにて行われる。 その集計結果は、 公式WEBサイトで公開している。

出席調査 担当教員に提出する出席カ ー ド（コンピュ ー タ処理用）で出席をとる場合とICカ ー ドリー

ダに学生証（ICカ ー ド）をかざすことにより出席をとる場合がある。ICカー ドリー ダの稼働時間は

授業開始 15 分前から授業開始後 10 分まて
‘

。 少人数の授業ては点呼て行われる場合もある。 出席状

況は教学システムで確認て
‘

きる。

出席システム不具合届 学生証の不具合て読みとれない事態が生じた場合の緊急処置として提出す

る。 出席システム不具合届（教学センター 内にある）は、 学生証と一緒に、 授業開始時に担当教員に

提出すること。

奨学金 経済的理由により修学が困難な学生や、 能力を生かしてより充実した学生生活を送りたい学

生のために、 学資を援助する制度。日本学生支援機構奨学金や本学独自の各種スカラシップなど様々

な制度があり、 窓口も異なるのて＼『CAMPUS LIFE』を参照のこと。

情報演習室 6 号館 3 階• 4 階の PC 教室を総称して 「情報演習室」と呼び、 主として情報教育関係

やゼミナ ー ルの授業に利用されている。 フリー ラボ（自由演習室） にWindows パソコン 32 台が備

えてあり、 開室時間であればいっても利用することがてきる。【6 号館 3 階• 4 階】
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情報教育サポ ー ト室 情報処理科目の課題についての質問、 Word· Excel ・ ネットワ ー クなどに関する

質問をサポ ー トする。【6号館2階】

情報講義室 ノ ー トPCが配置された 6201、 6202、 6205および 6206教室を総称して、 「情報講

義室」と呼ぶ。 6206教室の隣に情報教育サポ ー ト室がある。【6号館2階】

情報センタ ー 情報施設 ・ 設備ならびにデー タの有効利用の推進、情報に関する教育および研究の支援

などを担当する部局。【事務室： 6号館3階】

証明書発行機 教学センタ ー にある、 JR学割証、 在学証明書、 成績証明書、 健康診断証明書等を発行

する機械。 発行には学生証と発行手数料が必要。

小学校課程実習棟 教職課程（小学校）の授業実施のために設けられた教室てあり、家庭科、生活科、

理科等の授業で使用される。【1 号館横】

初修外国語 英語と日本語を除く 5 つの外国語科目。 ドイツ語、 フランス語、 スペイン語、 中国語、

韓国 ・ 朝鮮語。

除籍 本学学生としての身分を失うこと。 学部生の場合、 在学年数が 8 年を超える場合、 または所定

の諸納付金の納付を怠り、 督促を受けても納付しない場合、 除籍される。

初年次生 大学l年生のこと。

シラバス 授業科目ごとの詳しい授業計画。 一般に大学の授業名、 講義目的、 各回の授業内容、 成績

評価方法 ・基準、 準備学習等についての具体的な指示、 教科書 ・ 参考書、 履修条件が示されている。 履

修選択のときや、 予習等を進めるための基本となる。 必ず読んてから履修すること。

シングルサインオン 1 つのIDとパスワ ー ドを入力して、 複数のWEBサ ー ビスやアプリケ ー ショ

ンにログインする仕組み。 本学のシステムては、 al pha メ ー ルの送受信や al pha アカウントのパスワ
ー ド変更、 学習カルテ（ShuR)などのサ ー ビスを利用することがて

‘

きる。

スカラシップ 給付奨学金のこと。 本学独自のスカラシップには、 成績優秀な在学生に給付される在

学生スカラシップ、 資格取得スカラシップ、 国際交流スカラシップなどがある。 詳細は『CAMPUS

LIFE』を参照のこと。

生協ブックストア 本やテキストの購入、 修大マネ ー のチャ ー ジができる。【2 号館l 階】

成績 「学修評価」の項を参照のこと。

q
 



成績評価に対する異議申し立て 成績評価について疑義がある場合には、 異議を申立てることがて
‘

き

る。 異議を申立てる場合は、 「 成績評価に対する異議申立書」を教学センタ ー 窓口に提出すること。 異

議申立期間は、原則として成績発表日を含め 、大学の業務停止期日を除く3日以内。教学センタ ーは、

授業 担当教員が作成した 「 成績評価に対する異議申立書への回答書」を申立てた学生に提示する。 学

生が回答書の内容に異議がある場合は、授業科目担当教員、 学生及び教学センタ ー 職員で面談を行う。

成績発表 成績は、 学年暦に指定された日時に学習カルテ（ShuR)の 成績情報に て発表される。

ゼミナ ール（ゼミ） 「演習（科目）」の項を参照のこと。

セメスタ ー制 前期ま たは後期の学期ごとに授業が完結する制度。 「学期」の項を参照のこと。

全学共通科目 全学部を対象にして行われる科目(2024年度 以降生対象）。 学部、 学科の違いに関わ

らず、 大学生てあるなら誰もが学ぶことができる学問分野を領域別、 目的別に配置した科目を意味す

る。 地域理解科目、 国際理解科目、 一般教養科目、 スポ ー ツ ・ 健康科目、 キャリアデザイン科目、 デ
ー タサイエンス科目からなる。 4年間て

，，

、 深い教養と総合 的な判断力を培い、 豊かな人間性を養って

いくための土台となる幅広い知識 ・ 技能を、 自ら選び身につけること目的としている。 詳細は『学修

ガイドブック』を参照のこと。

前期末卒業 前期末て卒業すること。 在学5年目以降や休学等により前期末て
‘

4 年の在学期間 を満た

し、 かつ卒業所要単位を満たす場合に対象となる。 対象者には教学センタ ー から案内があるので、 前

期末卒業 を希望する場合は、 所定の手続きを行うこと。

早期卒業 3年次年度末に 卒業すること。 定められた卒業所要単位を優秀な成績て修得したと認めら

れ、 卒業時に大学院への進学が決定している場合にのみ所定の手続きを経て認定される。 問い合 わせ

は教学センタ ー所属学部窓口へ。

卒業延期 卒業所要単位を満たすことがてきず4年よリ多く在学すること。

卒業所要単位 卒業資格を得 るための必要修得単位数。

卒業見込 所定の単位を修得し、 卒業が見込まれている状態のこと。 卒業見込証明書は4年次前期履

修登録後、 卒業要件を満たす見込みのある学生のみ 発行て
‘

きる。

卒論・卒研 卒業論文 ・ 卒業研究のこと。

●た行

タ ー ム制 「学期」 「4学期制」の項を参照のこと。

退学 規定の修業年限を終えないうちに大学をやめ ること。 退学しようとするときは、 「退学願」に保
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証人連署て
‘

署名・捺印の うえ、 指導教員またはチュ ー タ ーの承認印を受けて 提出することが必要。 手

続きは教学センタ ー 窓口。

大学院 大学の学部の上位に置か れ、 学術の理論と応用を研究し深奥を究める機関。 「修士課程（博士

前期課程）」、 「 博士課程」の項を参照のこと。

対面授業 大学に来 て教員と対面し、 決められた教室で受ける授業。

他学部履修•他学科履修 他学部または他学科の授業科目を履修すること。 履修て
‘

きる科目は定めら

れている。 修得した単位は、 自由 選択科目の卒業所要単位に算入。 2023年度以前生は副専攻コ ー ス

として履修することも可能。

単位 本学ては、l単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をも って構成することを標準と

している。講義・演習の授業科目ては、 15時間の授業と 30時間の授業外学修学生の学修時間 45時

間がl単位分(qo 時間で 2単位として取 リ扱う）。 その内訳は15時間の予習＋15時間の授業＋15

時間の復習。 つまり 、 qo 分(2時間と換算） の授業を 1週に 1回行い15週繰リ返して 2単位の場

合 、 計60時間の予習 、 復習が必要だということになる。

単位互換制度 教育ネットワ ー ク中国に加盟する大学や本学が協定を結んて
＇

いる 他の大学・短大て履

修した単位を認定する制度。 この制度により認定て
‘

きる単位は、 入学年度 、 学部によって 異なる。 詳

しくは『学修ガイドブック』を参照のこと。

単位修得の認定 単位修得の認定は原則として試験によって行われるが 、 平常の学業成績またはレポ

ー ト 提出によって試験に代える場合がある。試験の採点は100点満点で採点され、 60点以上の成績

があれば、 その授業科目の所定の単位の修得が認められる。

単位認定 単位として認めること。単位互換や留学による単位認定がある(2023年度以前生について

は、 検定や資格試験についても単位認定制度あリ）。 卒業所要単位に含まれるか否かなど 、 詳しくは

『学修ガイドブック』を参照のこと。

地域つなが るプロジェクト 地域の各種団体と 連携し、 地域課題の解決に向けた企画・実施や調査・研

究を行 うことて
，，

、 主体性や豊かな人間性を育み、 大学で得 た 知識を 地域で実践・還元するプロジェク

トである。学生は、 活動したい地域や連携先を自ら探して課題に取り組む 「課題自由型」、 地域団体か

ら提示された課題に取り組む 「課題設定型」、 地域課題の発見や地域と協働する ための心構えや知識

を身に付ける 「発見型」か ら選択できる。 詳細は、 ひろしま未来協創センタ ーに確認すること。

チュ ー タ ー 学生生活のアドバイザーとなる教員。 「指導教員」と言うこともある。学生個々に チュ ー タ

ーとなる教員が決まっていて 、 休学・退学などの 「身分異動」の書類には、 チュ ー タ ーの承認印が必

要となる。 また 、 修得した単位が基準以下となったり 、 特定の科目が修得てきなか ったりした場合に

はチュ ー タ ーとの面談が行われる。
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追試験（追試） 病気その他やむを得ない事由て定期試験を受験て
‘

きなかった場合、本人の願い出によ

リ行われることがある試験。 追試験願と医師の診断書か当該責任機関の証明書を添え、 試験期間終了

後3日以内に教学センタ ー ヘ願い出ることが必要。

通年科目 前期 ・ 後期l年を通じて授業を行う科目。

定期試験 学期末の一定期間に行われる試験のこと。

デイプロマ ・ ポリシ ー (D p) 学位授与の方針。 卒業まてに身につけるべき資質 ・ 能力について、 「知

識 ・ 技能」 「 思考カ ・ 判断カ ・ 表現力」 「協創力」の区分ごとの目標を明示したもの。

転部 ・ 転科 転部は、学内の他学部に移ること。転科は、同 一学部内の他学科に移ること。 学部によリ

志望する学生を募集することがあるが、 募集がなければ、転部 ・ 転科をすることはできない。転部 ・

転科は、1 年以上の在学期間と33 単位以上の修得が条件て
‘

、 第2学年に編入される。 したがって l

年次の後期に出願するのが望ましい。

図書館 教育 ・ 研究ゾー ンの中心に位置し、 図書q2万冊、 雑誌約11,000 タイトル、 視聴覚資料

約25,000点を所蔵している。 図書の貸出だけてなく、 PCての情報検索、 新聞、 雑誌の閲覧、レポ

ー ト作成などの目的て多くの学生が集まる。 授業期の10 時から16時30 分の間は、 図書館ピア ・

サポー タ ー （本学学生スタッフ）が館内に常駐し、利用中、 困ったことがあった時には相談てきるよ

うになっている。 本学に所蔵のない図書は、 購入希望を出すことがてきる。

取消再履修 既に単位を修得した授業科目の成績を上書きすることを目的として履修すること。 取消

再履修が承認された授業科目については、 既に単位を修得した同 一授業科目の成績及び単位数が無

効となる。 取消再履修の対象科目については、 毎年度末に公開される。

●な行

ナンバリング 授業科目に適切な番号を付けて分類することて
‘

、学修の段階や順序等の体系性を示し、

教育課程の体系性を明示する仕組みのこと。 学生がレベルや専門を勘案しながら授業科目を履修て
‘

き

る。

入学センター 入学試験やオ ー プンキャンパス、 その他入学にともなう事務を扱う部局。【本館M3 階

（キャリアセンタ ー の上階）】

認定留学 海外協定校への交換留学や海外セミナー ヘの派遣てはなく、 学生自らが外国の大学等 （語

学学校は除く） で学修すること。 留学を許可されれば、 選考の上、 奨学費を支給されることがある。

● は行

配当年次 それぞれの科目を履修することがてきる年次のこと。 自分の学年と配当年次が異なる場合
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はその科目を履修することはて
‘

きない。

博士課程 学部の上位に置かれた大学院の課程。研究者として自立して研究活動を行い、また、その他

の高度に専門的な業務に従事するために、必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養

うことを目的としている。標準修業年限は、5年。ただし本学では、博士前期課程(2年＝修士課程）

と博士後期課程（ 3年）に区分している。

バディ制度 海外協定校からの交換留学生の大学生活や日常生活を、 本学学生がサポ ー トする制度。

国際センター で募集 ・ 選考を行う。

ハンドアウト 配付用の印刷物、 プリントのこと。 レジュメを指すこともある。

ピア ・ カウンタ ー ピアとは仲間を意味し、 ピア活動は学生同士が支え合いながら、 主体的かつ積極的

に学内外て活動することを指す。 ピア ・ カウンター では、 ピア活動を通じた仲間づくりや学生同士の

助け合い、 ボランティア活動による地域貢献や社会貢献を支援している。 具体的には、 学外からのボ

ランティア派遣依頼の受付や学生への情報提供、 マッチングを行うほか、 学内ピア活動としての中学

生キャンパス見学会のアシスタントスタッフとしての学生の活動支援を行っている。【協創館 (8 号

館）地下1階】

非対面型授業 決められた教室てはなく、 遠隔て
‘

自宅などても受けることがて
‘

きる授業。 基本的には

オンライン授業になるのて
‘
インター ネットの環境が必要。 オンデマンド授業などがある。

必修（科目） 卒業までに単位修得が必要な科目。

ひろしま未来協創センタ ー 教員への研究支援事業、地域との協働による地域連携事業、公開講座 ・ エ

クステンション講座 ・ リカレント講座による生涯学習事業、 学生のボランティア活動支援等を行って

いる。【協創館 (8号館）地下1階】

復学 休学期間を終えて学業に戻ること。許可された休学期間が終了すると、自動的に復学となる。た

だし、 許可された休学期間途中での復学は、 「復学願」の提出が必要。

副専攻制 主専攻以外の分野の授業科目を体系的に履修させる取り組み。 主専攻に対して他の学部 ・

学科・分野を副専攻とし、 要件を満たす 30単位以上を修得し、 申し出たものに対して、 副専攻修了

証が交付される。(2023年度以前生対象）

不正行為 定期試験等の受験中に、他人の答案用紙を見たり、カンニングペ ー パ ー を使用するなど、許

可されていない行為をすること。 試験を受ける際は『学修マニュアル』の 「試験」に掲載の受験心得

を熟読し受験すること。 不正行為があったと認められた学生は、 直ちに受験中止を命じられ、 学則、

試験細則及び学生の懲戒に関する規程により処罰される。 停学処分となった場合は、 その試験期間中

の全試験科目が不合格となる。
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プックハンティング 図書館が購入する本を学生の皆さんに直接選んでもらうイベント。読みたい本

がある方、 図書館を有意義に利用したいという方にはおススメの企画。 近年は、 図書館内で行う学内

ブック八ンティングのほか、 オンラインによるブックハンティングを実施している。

フリー ラボ（自由演習室） 情報センター の自習室。 パ ソコンが空いていれば利用可。 入室前に情報セ

ンタ ー 事務室前のICカ ー ドリー ダに学生証をかざし、 利用するパ ソコン番号をタッチ パ ネルて指定

してから利用する。【6号館3階】

プレイスメントテスト 入学時に自身のレベルに応じた科目を履修て
‘
きるようにするための習熟度を

測るテスト。 英語ではTOEIC Bridge® Listening & Reading IP テストとTOEIC® Listening & 

Reading IPテストが用いられている。

編入学 教育課程の途中て入学すること。 つぎの項目に該当すれば、編入学試験への出願が可能。①大

学て2年以上在学し、 62単位以上を修得した者 ②短期大学を卒業した者 ③高等専門学校を卒業

した者 ④外国において学校教育14年の課程を修了した者 ⑤修業年限が2年以上て＼課程の修了

に必要な総授業時間数が1,700時間以上の専修学校の専門課程を修了した者。

補講 休講等により不足した内容や時間を補うために行われる講義。 また授業の到達水準を合わせる

ために、 予定回数に追加して行われる追加講義を含む。 実施日 ・ 時限 ・ 教室 ・ 補講情報は、 教学シス

テムて確認可能。

保健室 ケガや病気のときに応急処置や休養をすることがて
‘
きる。 学研災の手続きも行っている。【本

館l階】

●ま行

まなびコモンズ 学生が学習するための空間。 様々な学習スタイルに対応するため、 周リを気にせず

自分のペ ー スで学習て
‘
きる個人学習ゾー ンと、 グル ー プての勉強会等にも利用できるグルー フ

゜
学習ゾ

ー ンがある。 学生の自由な学習活動のほか、 学習アドバイザー による学習相談やワ ー クショップ、 教

員によるオフィスアワ ー なども行われる。【協創館(8号館） 1階】

まなびホ ー ル 大人数て
‘
の学びのための空間。 ワ ー クショップや各種報告会、 講演会が開催されるほ

か、 ゼミ発表の練習や学習会など、 学生主体て使用することもてきる。【協創館(8号館） 1階】

まなびラボ まなびコモンズに隣接した、 パ ‘ノコンでの情報収集や文書作成ができる空間。 パ ‘ノコン

とフ
゜
リンター が設置されている。【協創館(8号館） 1階】

身分異動 大学生活の中ての様々な身分の変化。 その中で休学、 復学（休学期間満了に伴う復学を除

く）、 退学、 再入学、 転部 ・ 転科は、 事前に保証人や教職員と相談のうえ、 教学センター ヘ所定の用紙

を提出すること。
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● や行

予備登録 履修を制限する科目は予備登録をしていないと受講て
‘

きない。 予備登録には、 大きく分け

て①WEB 抽選、 ②履修予備登録入力票（OCR 用紙） の提出、 ③担当教員による選考等の三種類があ

る。 該当科目や登録方法などの詳細は 、 教学センタ ー が行うガイダンスや教学システムのお知らせ

等て確認すること。 「WEB 抽選」 の項も参照のこと。

●ら行

ラ ーニング・ コモンズ 共同学修のためのスペ ー ス。2名以上でプレゼンテ ー ションの準備やグル ー

フ
゜

討議などに利用することがて
‘
きる。 開室時間、 利用申込方法など、 詳しくは図書館ホ ー ムペ ー ジま

たはラー ニング・ コモンズ内受付にて確認。【図書館M2階】

履修 学科目を学び、 その科目の単位を修得することてあるが、 一般的には、 授業を登録していること

をさす。

履修細則 学則に基づいて定められた各学部の履修に関する細かい決まリ。

履修指導 履修に関するアドバイスを受けること。 チュ ー タ ー による成績不振学生への履修指導、 留

学や教員免許取得のために受ける教学センタ ー での履修指導などがある。

履修条件 履修するための要件のこと。例えば演習 1I を履修するためには、 すてに演習 I の単位を修得

している必要がある場合など。

履修制限 履修にあたっての制限・条件。 次の3 つの意味て使われる。 ①l 年間や半期に履修てきる

最大単位数。 キャップともいう。 ②配当年次などて対象者が定められていること。 ③授業科目に受講

者が集中し、 支障をきたす場合の受講者数の制限。 ③の履修を制限した科目は予備登録をしていない

と受講て
‘

きないのて注意。 詳しくは、 教学システム、 または『学修マニュアル』を参照のこと。

履修登録 指定登録期間に所定の履修手続きにより、 授業科目の中から履修科目を登録すること。 前

期の指定登録期間に前期科目（第l学期•第2学期科目含む）、 通年科目及び前期集中講義科目を登録

し、 後期の指定登録期間に後期科目（第3学期・第4学期科目含む） 及び後期集中講義科目の登録を

行う。 登録できる単位数には上限があり、 学部学年により違いがある。 登録は、 原則として WEB 登

録になっている。 WEB 履修登録のしかたは、『学修マニュアル』を参照のこと。

ル ー ブリック 評価水準を示す 「尺度」と、 各段階の尺度を満たした場合の 「特徴の記述」で構成され

る、学習評価の様式。レポ ー トやフ
゜
レゼンテ ー ションの評価などに用いられる。課題に取り組む際に、

ル ー ブリックが公開されている場合には必ず目を通して、 評価基準を理解してから取り組むと有効に

活用できる。

留学 本学の留学フ
゜

ログラムには、 主に語学を身につけるための 「海外セミナ ー 」と、 約半年または約
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1年間、 派遣先大学て
‘

講義を受け、 単位を修得する 「 交換留学」がある。 そのほか、 自ら海外の大学

に留学しようとする学生を支援する 「認定留学」等がある。 詳しくは、 『学修ガイドブック』、 留学情

報サイトを参照のこと。

留年 本学ては卒業延期と同じ意昧で使われる。 4 年次終了時に卒業に必要な所定の単位数を修得て
‘

きす、 卒業が延期されること。

臨床心理相談センタ ー 人文科学研究科心理学専攻臨床心理学領域の大学院生のための教育研修機関。

【小学校課程実習棟横】

レジュメ 授業時や研究成果等を発表するときに説明のための資料として配布する印刷資料。 フラン

ス語て
‘ “ 要約 ’' のこと。

レポート 大学て課題として提出を求められている論文、 報告書。 単位を修得するために欠かせない

場合が多い。

レポートボックス／レポー ト提出箱 レポー トを提出するためのレタ ー ボックス。 教学センタ ー の入

リロ壁側にならんて
‘
いる。 提出期限を過ぎると受け付けることがて

‘

きないため、 提出日時は厳守。

●わ行

ワ ークショップ 講義のような一方的な知識伝達のスタイルてはなく、学習者が自ら参加 ・ 体験し、

グル ープの相互作用の中て学びあい、 作リ出す双方向的な学びと創造のスタイルの学習方法。

●数字 ・ アルファベット

2 学期制 授業実施期間を 2 分割することであリ 「セメスタ ー 制」とも呼ばれている。 「学期」の項を

参照のこと。

3つのポリシー 大学の個性•特色が具体的に反映される教育方針を示すものて＼ 「学位授与の方針(DP:

デイプロマ ・ ポリシ ー ）」「教育課程の編成方針 (CP :カリキュラム ・ ポリシ ー ）」「学生の受け入れ方

針 (AP: アドミッション ・ ポリシ ー ）」がある。

4学期制 授業実施期間を4分割することであり 「タ ー ム制」 「クオ ー タ ー 制」とも呼ばれている。 学

期の授業回数を 8 回て
‘

l 科目とする形式と、 授業回数は 15 回て週に 2 回授業を行う形式がある。
「学期」の項を参照のこと。

5年プログラム 通常6年かかるところを5年て学士と修士の学位を取得する制度。 学部の3年次終

了時に成績優秀て大学院進学を希望する学生は、4年次に 「特別科目等履修生」として大学院の授業

科目が履修てき、 大学院進学後、 この制度て修得した一部の単位について既修得単位として認定を受

けることがてきるため、 大学院進学後 l 年で修士の学位を取得することが可能になる。
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alpha アカウント（アルフアアカウント） 入学時、教学センタ ー ガイダンスで交付される利用者 ID の

こと。 教学システム、 シングルサインオンシステム、 Shudo Mood ie、 Google Classroom 等ヘログ

インするときに必要となる。

alpha メー ル（アルファメー ル） alpha アカウントに紐づいたメ ー ルアドレス。最近ては特に Mood ie

上て教員と情報交換するための必須ツ ー ルとなっている。メ ー ルの送受信はシングルサインオンシス

テムの画面上で行う。

『CAMPUS LIFE』 学生センタ ー が発行している、 学生生活全般にわたるガイドブック 。入学時の

オリエンテ ー ションで配布される。学生生活上の諸注意や困った場合の窓口、 制度、 手続き、 設備・

施設の案内など幅広く網羅している。

GLS (Global Learn ing Stud ios) 協創館 2 階の教室の総称。語学授業やメディア教材を活用した授

業、 グル ー プ学習やプレゼンテ ー ションの授業などが行われる。ことばラボては、 語学の自習がてき

る。【協創館(8号館） 2階】

Google Classroom （グー グルクラスル ー ム） Google が提供している、 ネットワ ー ク上で課題などが

出せるサー ビス。オンデマンド授業て
‘
用いられることがある。alpha アカウントて

‘
ログインし、 授業

課題清報などで示されたクラスコ ー ドを入力すると利用て
‘
きる。

Google Meet（グー グルミ ー ト） Google 社が提供する WEB 会議システムて
‘
、 テレビ電話、 チャッ

トのほか、 資料や画面共有をすることがてきる。

GPA Grade Po int Average の略。成績評価点平均 （単位数重み平均）。本学て
＇

は、成績評価点によリ

GPA を算出している。【GP= （評価点 ー55) / I 0】

GPS-Academ ic 社会で活躍するために必要な 「 問題解決力」を測るテスト。 オ ンラインで実施さ

れており、 本学も導入している。毎年受検することて
，，

、 大学生活ての成長を可視化し、 自分の強みを

確認てきる。

iCafe （アイカフェ） 多言語多文化の環境て
＇
学習や交流がてきる場所。 留学生による語学講座や国際

交流のイベントも多数行われる。iCafe の運営をサポ ー トする iCafe ピア制度がある。【協創館 (8 号

館） 1階】

ICカ ー ドリ ー ダ 教室に設置されている授業への出席を登録するための機械。学生証を軽く触れ、

ピッと音がすると、 出席調査が完了する。 出席の取り扱いは、 授業開始 15 分前から授業開始後 10

分まて
‘‘

。 10 分を過ぎると作動しなくなり欠席扱いになる。出席調査の項参照。

iHouse （アイハウス） 「インタ ー ナショナルハウス」の項を参照のこと。
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Microsoft Teams （マイクロソフトチー ムズ） Microsoftが提供している、 コミュニケ ー ションツ
ー ル。オンデマンド授業て

‘
用いることが多い。 事前に Microsoftに alpha アカウントの登録が必要。

OPAC Online Public Access Catalogの略。 通称オー パック。 本学図書館の所蔵資料を探すための

検索システム。 図書館内ては I I 台の専用 PC て＼館外からは図書館ホ ー ムペ ー ジからアクセスする

ことがて
‘
きる。スマ ー トフォンやタブレット端末て

‘
も利用可。詳しくは冊子『QUEST』を参照のこと。

『QUEST』 図書館発行の、レポ ー トや論文を作成するためのガイドブック。図書館の利用方法、OPAC

の使い方、 図書や雑誌論文の検索方法、 レポ ー ト ・ 論文作成方法などについて説明されている。 図

書館ホ ー ムペ ー ジの 「利用支援」から PDF て閲覧可。

RA （アー ルエー ） インター ナショナル八ウス(i House) て生活しながら留学生の日々の生活をサポ ー

トする本学学生スタッフ。iHouse ての交流イベントの企画 ・ 運営も行う。 レジデント ・ アシスタン

トの略。

SA （エスエー ） 本学学部 ・ 大学院の学生が、 授業中又は授業外て他の学生の支援を行う制度。 スチュ
ー デントアシスタントの略。

Shudo moodle （ムー ドル） 本学が学生 ・ 教員向けに提供している学習管理システム (LMS)。 WEB

上て授業の資料の共有や動画視聴、 課題提出などがて
‘
きる。 担当教員と直接メッセ ー ジをやリとりす

る機能もある。

ShuNavi（シュ ー ナビ） 広島修道大学オリジナルの就職支援システムのこと。 学生は大学に寄せられ

た求人情報を大学でも自宅てもインタ ー ネット上て検索て
‘
きる。 また、 就職ガイダンスや各種セミナ

ー の情報がチェックでき、 相談や模擬面接等の予約がてきる。

ShuR （シュ ー アー ル） 学習カルテシステムのこと 。 学生の学習面のパフォ ー マンスを記録し、 学修

指導に活かすためのシステム。 学生基本情報、 単位修得状況、 GPA などが閲覧て
‘

きる。

TA （ティ ー エー ） 本学大学院生が、 授業担当教員の指導のもと、 授業の企画 ・ 立案、 授業運営等に携

わる制度。 ティ ー チングアシスタントの略。

TOEFL® 通称ト ー フル、 トフル。 英語を母国語としない人々の英語コミュニケ ー ション能力を測る

テストとして米国で開発された。 本学て英語圏への交換留学に応募するには、 一定水準のスコアが求

められる。 本学には留学促進を目的として TOEFL®受験料の補助制度がある。

TOEIC® 通称ト ー イック。 英語によるコミュニケ ー ション能力を幅広く測定する世界共通のテス

ト。 本学ては新入生のフ
゜
レイスメントテストとして採用しているほか、 年に 2 回団体受験として学内

で受験てきる機会を設けている (TOEIC® Listening & Reading IP テスト及び TOEIC Bridge® 

Listening & Reading IP テスト）。
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『Truth』 大学の公式広報誌。 年3回発行し、 大学の旬な情報をたくさん掲載している。 在学生や保

証人、 高校生などを対象に学長室総合企画課が発行。 学内では、 学生センタ ー や教学センタ ー、 キャ

リアセンタ ー などのカウンタ ー に置かれている。

WEBシラバス シラバスをWEB上て
‘
公開したもの。教学システムから見ることがて

‘
きる。公式WEB

サイトからもたどることがて
‘
きる。 URLはhttp://syllabus. shudo-u. ac. jp/。 履修したい科目に

ついては、 履修登録前に必ず参照すること。

WEB抽選 全学共通科目及び各学部主専攻科目の 一部て行っている履修予備登録方法。 授業開始より

前の所定の期間中に実施される抽選にエントリー すること。WEB抽選の結果 「 当選」となった科目の

み履修登録する。 「 当選」した科目は取り消すことがてきないのて
‘

要注意。事前に時間割を考えた後、

抽選にエントリー することが望ましい。

WSP (World Stage Program:ワ ールド・ ステー ジ・ プログラム） 「修道スペシャルプログラム」

の 一つとして位置づけられる。WSPにおける 「ステー ジ」には、留学に必要な語学要件や留学後の語

学力向上の目安を示す 「段階的ステー ジ」 と、 世界とつながる経験をする 「舞台（ステー ジ）」 の二つ

の意味があり、 学生 一人ひとリに寄リ添った、 さまざまな 「ステー ジの創出」を支えるための新しい

留学支援プログラム。WSPの詳細、登録方法は本学公式WEBサイトおよび留学情報サイトを参照す

ること。

Zoom（ズー ム） WEB会議サー ビスの名称。

主に参考・引用した資料

●文部科学省 「学士課程教育の構築に向けて」（答申）用語解説

●大学設置基準

●大学院設置基準

●愛媛大学教育企画室 用語集

●独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構大学質保証ポ ータル

●北海道大学高等教育機能開発総合センタ ー （現 高等教育推進機構）HP用語解説

●広島修道大学学則

●広島修道大学各学部履修細則， 諸規程

●広島修道大学公式WEBサイト

●広島修道大学WEBシラバス

●『学修の手引き』

●『学修ガイドブック』

●『学修マニュアル』

●『CAMPUSLIFE 』
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